
 

適正な施工確保のための技術者制度検討会（第２期） 
第８回 議事概要 

 
○日 時：令和 8 年 9 月 15 日（火）10：00～12：00 
○場 所：三田共用会議所４階第４特別会議室 
○出席者（五十音順、敬称略）：遠藤和義、大串葉子、大森文彦、小澤一雅 

蟹澤宏剛（Web）、西野佐弥香、堀田昌英 
 
 
施工管理の実態調査について 

 
○ 技術者個人に対して各職務の重要度を尋ねる場合、何を重視した場合の重要度かを明示し

た上で聞いた方がよいのではないか。 
 
○ 市場規模や技術者不足等を考慮し、建築分野の技術者の意見をしっかり聞いてもらいたい。 
 

○ 設問数が多い場合、質問を分かりやすくすることや、回答のし易さを考慮して設計しては

どうか。 
 

○ 建設業者向けの調査では、建設現場をよく把握している、どのような方に回答してもら

いたいかを明確に示して依頼した方がよいのではないか。 
 

○ 人材の流動化が進むと想定される中、技術者個人に対しては、その意向や資格取得に関

する考え方を、また、企業に対しては、人材の確保や採用に係る意向等も聞いてはどう

か。 
 

○ 人材の流動化の中で、受発注者間の責任の所在のあり方は重要な論点であるため、特に

民間発注者の実態を聞いてはどうか。 
 

○ 現場経験者が IT・コンサルティング企業等として、施工管理や発注者支援を行う等、新

たな役割や事業形態も生まれており、こうした取り組みの実態や意向等を把握できると

良い。 
 

○ 建築分野の監理技術者要件には、１級建築施工管理技士と１級建築士がある。両資格の現

状や取り巻く実態を踏まえ、技術者制度におけるあり方や取扱いを議論してはどうか。 
 
○ 難易度が高い工事では、本社・支店の技術者の知見を活用している事例もあるため、そ

ういった支援のあり方も考慮すべきではないか。 

 
○ 人材の流動化が進む場合、技術者の育成のあり方についても重要な論点ではないか。 

 
以上 


